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年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支

は
７
１
０
１
万
７
０
０
０
円
の
赤
字
で
す
。
こ

の
額
に
、
黒
字
要
素
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
４
６
３
４
万
９
０
０
０
円
を
加
算
し
、
赤

字
要
素
の
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
額

４
億
１
０
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
、
実
質
単

年
度
収
支
は
４
億
３
４
６
６
万
８
０
０
０
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
歳
入
総

額
は
、
１
３
９
億
８
４
５
９
万
２
０
０
０
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
が
１
３
８
億
８
９
６
２
万
１

０
０
０
円
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
表
１
参
照
）

▼
実
質
収
支

▼
単
年
度
収
支

▼
実
質
単
年
度
収
支

の
微
増
で
、
国
が
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
進

め
て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
の
交
付
税
の
削
減

の
影
響
を
受
け
、
今
後
も
地
方
交
付
税
は
減
少

傾
向
を
た
ど
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
や

負
担
金
な
ど
町
独
自
で
確
保
す
る
自
主
財
源

と
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
、
国
、

県
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
、町
債
（
借
入
金
）

な
ど
の
依
存
財
源
と
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

17
年
度
の
自
主
財
源
の
比
率
は
50
・
８
％
で
、

前
年
度
よ
り
割
合
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
地

方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
減

少
を
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ
た
結
果
で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が
71
億
５
８
７

５
万
６
０
０
０
円
、
歳
出
が
69
億
５
１
０
２
万

３
０
０
０
円
で
、
差
引
き
実
質
収
支
は
２
億
７

７
３
万
３
０
０
０
円
で
す
。
こ
の
額
か
ら
、
16

　

歳
入
総
額
は
、
71
億
５
８
７
５
万
６
０
０
０

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
３
億
９
８
５
６
万

２
０
０
０
円
（
△
５
・
３
％
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
16
年
度
に
お
い
て

３
億
７
８
８
０
万
円
の
町
債
の
借
り
換
え
を
行

な
っ
て
お
り
、
そ
の
財
源
に
充
て
た
町
債
が
歳

入
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
17
年
度
は
そ

の
分
歳
入
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の

は
、
町
税
（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
）
で
、
23
億
５
６
９
５

万
９
０
０
０
円
、
歳
入
全
体
の
32
・
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
５
１
１
万
２
０
０
０
円
、
４
・
７
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
の
が
、
地
方
交
付
税
（
地
方
公
共
団
体
が

ひ
と
し
く
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税
）
で

19
億
２
８
７
４
万
７
０
０
０
円
、
歳
入
の
26
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比

べ
て
、
２
１
０
９
万
６
０
０
０
円
、
１
・
１
％

一般・特別会計決算内訳　＜表１＞ （単位 : 千円）

歳入歳出別
会計別 歳　入 歳　出 差  引  額

一   般   会   計 7,158,756 6,951,023 207,733

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 2,393,630 2,386,902 6,728

老 人 保 健 2,142,442 2,140,319 2,123

奨 学 資 金 3,426 42 3,384

公共下水道事業 1,205,739 1,202,249 3,490

農業集落排水事業 88,194 84,357 3,837

水
道
事
業

収   益   的 447,850 498,991 △ 51,141

資   本   的 544,555 625,738 △ 81,183

総　    　　額 13,984,592 13,889,621 94,971

平
成
17
年
度
決
算

一
般
会
計　

基
金
を
４
億
１
０
０
０
万
円
取
り
崩
し

経
常
収
支
比
率
93
・
２
％
財
政
の
硬
直
化
が
更
に
進
行

恵
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
恒
久
化
に

向
け
た
周
辺
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
繰
出
金
が
９
億
４
５

８
２
万
円
で
、
前
年
比
５
・
０
％
の
増
で
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は
、
清
掃
施
設
組

合
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
の
増
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
４
７
６
０
万
２
０

０
０
円（
16
・
９
％
）と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
の
財
政
運
営
が
健
全
か
ど
う
か
の
目
安
と

な
る
経
常
収
支
比
率
は
、
93
・
２
％
で
、
前
年

度
に
比
べ
１
・
１
％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
指
標
は
70
％
程
度
が
妥
当
と
い
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
75
％
を
超
え
る
と
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
欠
く
こ
と
と
な
り
、
17
年
度
も
90
％
を

超
え
て
、硬
直
化
が
さ
ら
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
の
不
足
を
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
ま

か
な
っ
て
い
る
状
態
で
、
町
の
財
政
運
営
は
今

後
も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
今
後
須
恵
町
で
は
、
数
値
目

標
を
設
定
し
た
人
件
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
、
行
財

政
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
着
実
に
実
行
し
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
、
69
億
５
１
０
２
万
３
０
０
０

円
で
、
16
年
度
に
町
債
の
借
り
換
え
を
行
な
っ

た
関
係
で
、
歳
出
も
16
年
度
に
比
べ
る
と
３
億

２
７
５
４
万
５
０
０
０
円
（
△
４
・
５
％
）
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
議
員

や
職
員
な
ど
の
人
件
費
、
借
入
金
の
返
済
に
あ

て
る
公
債
費
、
法
令
の
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
支

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
扶
助
費
を
合
わ
せ

た
義
務
的
経
費
は
、
29
億
９
４
９
４
万
７
０
０

０
円
（
歳
出
全
体
の
43
・
１
％
）
で
す
。
こ
の

公
債
費
は
、
16
年
度
の
町
債
の
借
り
換
え
の
影

響
で
、
４
億
３
３
３
万
９
０
０
０
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
扶
助
費
は
、
国
か
ら
の
権
限
移
譲
に

伴
う
障
害
者
支
援
費
制
度
の
影
響
や
、
福
祉
医

療
費
の
増
高
に
よ
り
、
前
年
比
、
２
５
４
０
万

５
０
０
０
円（
３
・
９
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
義
務
的
経
費
の
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
町
の

財
政
運
営
に
ゆ
と
り
が
生
じ
ま
す
。

　

教
育
施
設
、
道
路
整
備
の
充
実
な
ど
、
行

政
水
準
の
向
上
の
た
め
の
投
資
的
経
費
は
、

７
億
４
７
２
８
万
６
０
０
０
円
で
、
歳
出
全
体

の
10
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
17
年
度
は
、

須
恵
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改
造
事
業
や
、
須

公債費公債費
932,799 千円932,799 千円
（13.13.４）４）

公債費
932,799 千円
（13.４）

扶助費扶助費
673,630 千円673,630 千円
（９（９.７）７）

扶助費
673,630 千円
（９.７）

普通建設事業費普通建設事業費
745,305 千円745,305 千円
（10.10.７）７）

普通建設事業費
745,305 千円
（10.７）

災害復旧費
1,981 千円
（０.０）

投資及び出資金・
貸付金 34,060 千円

（０.５）

積立金
63,610 千円
（０.９）

維持補修費
86,603 千円
（１.３）

繰出金繰出金
945,820 千円945,820 千円
（13（13.６）６）

繰出金
945,820 千円
（13.６）

人件費人件費
1,388,518 千円1,388,518 千円
（20.20.０）０）

人件費
1,388,518 千円
（20.０）

物件費物件費
1,058,680 千円1,058,680 千円
（15（15.２）２）

物件費
1,058,680 千円
（15.２）

補助費等補助費等
1,020,011,020,017千円千円
（14（14.７）７）

補助費等
1,020,017千円
（14.７）

義務的経費義務的経費
2,994,947 千円2,994,947 千円
（43（43.１）１）

義務的経費
2,994,947 千円
（43.１）

投資的経費投資的経費
747,28747,286千円千円
（10（10.７）７）

投資的経費
747,286千円
（10.７）

歳　出
6,951,023 千円
（100）

その他の経費その他の経費
3,208,793,208,790千円千円
（46（46.２）２）

その他の経費
3,208,790千円
（46.２）

歳   入
7,158,756 千円
（100）

繰越金
278,750 千円
（３.９）諸収入

244,947 千円
（３.４）

分担金､負担金
120,929 千円
（１.７）

使用料､手数料
113,249 千円
（１.６）その他

98,716 千円
（１.３）

その他
151,464 千円
（２.１）

県支出金
279,823 千円
（３.９）

国庫支出金
363,680 千円
（５.１）

町税町税
2,356,952,356,959千円千円
（32（32.９）９）

町税
2,356,959千円
（32.９）

繰入金繰入金
426,653 千円426,653 千円
（６（６.０）０）

繰入金
426,653 千円
（６.０）

町債町債
419,000 千円419,000 千円
（５（５.９）９）

町債
419,000 千円
（５.９）

地方交付税地方交付税
1,928,741,928,747千円千円
（26（26.９）９）

地方交付税
1,928,747千円
（26.９）

依存財源依存財源
3,518,553,518,553千円千円
（49（49.２）２）

依存財源
3,518,553千円
（49.２）

自主財源自主財源
3,640,203,640,203千円千円
（50（50.８）８）

自主財源
3,640,203千円
（50.８）

地方譲与税
164,716 千円
（２.３）

地方消費税交付金
211,123 千円
（３.０）

民生費
1,874,364 千円
（27.０）

衛生費
937,172 千円
（13.５）

公債費
932,799 千円
（13.４）

教育費
914,269 千円
（13.１）

土木費
886,584 千円
（12.８）

総務費
806,455 千円
（11.６）

消防費
287,216 千円
（４.１）

農林水産業費
185,984 千円
（２.７）

議会費
105,706 千円
（１.５） その他

20,474 千円
（０.３）

歳   出
6,951,023 千円
（100）

歳 

入
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

改良された西原～酒殿線

歳 

出
（
グ
ラ
フ
２
・
３
参
照
）


